
紛失一般旅券等届出書 １通 平成２８年１月４日以降，「ダウンロード申請書」が使用可能。

渡航書発給申請書 １通 平成２８年１月４日以降，「ダウンロード申請書」が使用可能。

戸籍謄本又は抄本 １通 ６か月以内に作成されたもの。

警察署の発行した紛失届出を立証する書類
又は消防署等の発行した罹災証明書等

１通

写真
（縦４５㎜×横３５㎜）

１葉

・申請日前６か月以内に撮影されたもの。
・無帽で正面を向いたもので、頭頂からあごまでが３４±２mm
であるなど申請書に記載されている規格を満たしていること。

有効な滞在資格を証明するもの
・長期滞在者：ビザ（Ｉー９４又はＩー２０等）
・永住者：グリーンカード
・米国との二重国籍者：出生証明書又は米国パスポート等

※長期滞在者の場合

照会先：

手数料：

参考： http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/passport/pass_2.html

http://www.anchorage.us.emb-japan.go.jp/ryoji/ryoji_top.htm

紛失、盗難、焼失
（帰国のための渡航書）

帰国のための渡航書の発給

●申請（未成年者（20歳未満の未婚者）が申請する場合）
・申請書裏面の「法定代理人署名」欄に親権者（父母又はそのいずれか一方）又は後見人が必ず署名してください。
・親権者又は後見人が遠隔地に在住し、申請書に署名ができない場合には、親権者本人又は後見人の署名のある同意書を提出してください。
・申請可能なパスポートは、２０歳未満であれば、５年間有効なパスポートの申請になります（１０年間有効なパスポートは２０歳以上）。
※１２歳未満は、発給手数料が減額。年齢は、「年齢計算に関する法律」（明治３５年法律第５０号）に基づく。年齢は誕生日の前日に１歳加算され、１２回目の誕生日の前日に１２歳となり、手数料の減額措置
は、１２回目の誕生日の前々日までに申請を行った方に対し適用されます。

●申請書の代理提出について
・申請者が配偶者、二親等以内の親族、その他の代理人に依頼して申請書を提出する場合においても、申請書に申請者本人が記入しなければならない事項があるので、本人記入の上、パスポート申請に必要
な書類とともにパスポート申請を行ってください。
・代理人についても、本人確認書類が必要となりますので、持参してください。
・代理人による申請書提出を行った際、パスポート申請窓口において、申請者本人による確認を求められる場合には、申請者本人が窓口に出向いてください。

●受領　　※受領日の目安は、申請日から１週間程度（５開館日）
パスポートは、発行日から６か月以内に、次を持参の上、本人が必ず交付（申請）窓口に出向いてください。
・申請の時に渡された受理票（受領証）
・手数料（現金でお釣りがないようにお支払いください）

在アンカレジ領事事務所　　電話： （９０７）５６２－８４２４　　Ｅmail： ryouji-ak@se.mofa.go.jp

以上の書類の他、審査過程において追加書類の提出が必要な場合や書類の再提出を求める場合等があります。

必要書類

目的

必要書類


